
「ジェンダー平等の未来を描く かごしま若者会議 ＃わたしはわたし」を

開催しました！ 

 

県では，若者のジェンダー平等についての理解を深め，若者自らのＳＮＳ等による情報

発信を通して県民の気運醸成を図ることを目的として，民間との共同によりかごしま若者

会議を１０月に３回開催し，ワークショップを行い，高校生から社会人までのおよそ９０

人が参加しました。 

１２月に，会議での意見をとりまとめ，ジェンダー平等推進のシンボルデザイン発表会

を開催しました。 

 

［ワークショップ］ 

 １回目から３回目までは，コーディネーターの髙橋空雅さん（合同会社 hataori）やアド

バイザーの門田晶子さん（合同会社Ｇｏ！ Ｋａｇｏｓｈｉｍａ）の他，ジェンダー平等

に関する様々な話題提供者を迎え，パネルディスカッションやグループワークを実施しま

した。 

１ 日時等 

（１）令和３年１０月１０日（土）１３：００－１７：００ 霧島市 

    話題提供者 白水純平さん（ひより保育園園長） 

          久保彩華さん（人材会社勤務）  

（２）令和３年１０月１７日（土）１３：００－１７：００ 薩摩川内市 

    話題提供者 伊達あすみさん 

（一般社団法人鹿児島天文館総合研究所 Ten-Lab 理事長） 

          飯塚隆さん 

（株式会社南九州ファミリマート代表取締役社長） 

（３）令和３年１０月３０日（日）１３：００－１７：００ 鹿児島市 

    話題提供者 飯伏正一郎さん（ＲＨＹＴＨＭＯＳデザイナー） 

          中村涼夏さん（鹿児島大学水産学部， 

Fridays For Future オーガナイザー） 

２ 内容 

（１）話題提供者によるパネルディスカッション 

（２）グループワーク 

① 「身近で感じる違和感や課題」 

② 「違和感や課題を感じる組織やシチュエーションがどうなると望ましいか？」 

別紙２　若者会議及びシンボルデザインについて



③ 「暮らしたい・働きたいかごしまの理想の姿」と「そのために私にできる小さな

アクション」 

  

３ 参加者の感想 

  ・楽しく，そして，真剣に，ジェンダー平等や自分の抱えているモヤモヤ 

に向き合ったり，話したりできた。 

 ・ジェンダー平等は，これまであまり触れてこなかった話題だったが，と 

ても身近な問題がたくさんあるなと感じた。 

 ・様々な年代，所属の人と話ができて，価値観が広がった。 

・もっと多くの人たちがジェンダー平等について考えていけたらいいなと 

思った。 

・新たな知識とたくさんの気づきを得ることができた。 

 

［シンボルデザイン発表会］ 

令和３年１２月１２日（土）１３：００－１７：００ 鹿児島市 

 ワークショップの参加者のほか，話題提供者として飯塚さん，伊達さん，中村さん，白

水さんも参加して，ジェンダー平等推進のシンボルデザインが発表された。 

  

     



ジェンダー平等推進のシンボルデザイン 

 

 かごしま若者会議のワークショップで生まれた意見をもとに，ジェンダー平等推進のシ

ンボルイメージを作成しました。 

      

［コンセプト］ 

みんなが自由に選んで掲げられる，主張としての“旗” 

 

［色］ 

ジェンダー平等を目指すための大事なことを，たくさん詰め込んだ５色 

 



［形］ 

ひとの心や気持ちは，「モヤモヤ」「大事にしたいこと（カケラ）」「切り離せない２面性」

などが複雑に組み合わさってできています。３つの面を平面で重ねたパターンをランダム

制作しました。 

 


